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事業 事業 国土交通省
事業名 一般国道４６号 角館 バイパス 一般国道 東北地方整備局

かくのだて

区分 主体

自：秋田県市仙北市田沢湖小松羽根ヶ台
せんぼく た ざ わ こ こまつ は ね が だ い

起終点 延長 ６．１ｋｍ
至：秋田県仙北市 角館町 西長野月見堂

せんぼく かくのだてまち にしながの つきみどう

事業概要

盛岡秋田道路は、岩手県盛岡市から秋田県大仙市に至る地域高規格道路（延長約80㎞）である。
もりおかあ き た ど う ろ い わ て もりおか あ き た だいせん

角館バイパス（自動車専用道路）は、盛岡秋田道路の一部を構成する延長約6.1kmの一般国道46号のバ
イパスであり、秋田県と岩手県の連絡を強化し、地域間交流の促進に大きく寄与するものである。また、
当道路の整備により、交通渋滞の解消や観光期の交通渋滞の緩和、冬期走行環境の改善など、幹線道路と
しての機能回復が図られる。

Ｈ９年度事業化 Ｈ９年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手
全体事業費 ２３０億円 事業進捗率 ６９％ 供用済延長 ４．６km
計画交通量 ８，９００台／日

Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)／(事業全体) 総便益 (残事業)／(事業全体) 基準年
費用対効果 (事業全体)１．４ ８９億円／ ２７２億円 １４６億円／ ３９３億円
分析結果 事 業 費 ： ６０億円／ ２４３億円 走行時間短縮便益：１０５億円／ ２７５億円 平成２３年

(残 事 業)１．６ 維持管理費 ： ３０億円／ ３０億円 走行経費減少便益： ３２億円／ ９５億円
交通事故減少便益： ９億円／ ２３億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施
【全体事業】交 通 量 変 動 ：B/C=1.3～1.7(交通量 ±10%)【残事業】B/C=1.4～1.9(交通量 ±10%)

事 業 費 変 動 ：B/C=1.4～1.5(事業費 ±10%) B/C=1.5～1.7(事業費 ±10%)
事業期間変動 ：B/C=1.3～1.6(事業期間 ±20%) B/C=1.5～1.7(事業期間 ±20%)

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保

（現道等の年間渋滞損失時間および削減率）
・物流効率化の支援

（重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる）
・国土・地域ネットワークの構築

（地域高規格道路の位置づけあり） 他１０項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
○秋田県知事の意見

継続に異議ありません。一層の事業推進をお願いします。
○以下の団体等から、角館バイパスの整備促進について要望あり
・角館大鰐間国道整備促進期成同盟会（会長：鹿角市長）
・秋田県議会建設交通委員会
・国道46号地域高規格道路田沢湖・協和間整備促進期成同盟会（会長：仙北市長）
・（社）秋田県建設業協会

事業評価監視委員会の意見
対応方針（原案）どおり「継続」が妥当である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・この事業の目的が失われるような道路交通状況の変化及び関連プロジェクト等の変更はない。

事業の進捗状況、残事業の内容等
・事業進捗率６９％（うち用地進捗率９７％）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・事業の進捗に係る問題はない。
・角館町雲然山崎～西長野月見堂間のL=1.5kmについて、平成24年度の供用を目指す。

施設の構造や工法の変更等
・工期短縮に効果的で経済的なプレキャスト長尺製品を使用し、コスト縮減を図る。
・今後の施工に際して、更なるコスト縮減を図る。



対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
秋田県と岩手県との地域間交流を促進する地域高規格道路ネットワークを形成するとともに、一般国道

46号現道に存在する交通隘路区間の回避や観光期交通の円滑化など、幹線道路の機能確保を図るため。早
期整備の必要性が高い。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


